
学校教育の“いま”と“これから”

◆国の方向性と西脇市の現状

◆中学校教員の一般的な平日の業務内容（例）

平成28年度教員勤務実態調査（文部科学省）から作成

清掃指導学級指導

外部対応 部活動（朝）・登校指導

11時間32分
一日の勤務時間

授業・授業の準備（午前）授業・授業の準備（午前）

給食指導給食指導

授業・授業の準備（午後）授業・授業の準備（午後）

部活動（放課後）指導部活動（放課後）指導

生徒指導・生徒指導・
　学校行事など　学校行事など

内部会議内部会議

広報にしわき　令和2年5月号広報にしわき　令和2年5月号3 2

西脇市の現状国の方向性項　目

小学校教科担任制

小中一貫教育

学校における
働き方改革

・小学５年生と６年生を対
象に、学年担任が担当す
る教科を決めて、複数の
学級を指導する一部教科
担任制として導入済み。
・音楽や理科などの教科で、
学級担任以外の教員が、
特定教科を専門に教える
指導体制を導入している
例がある。
・小学校と中学校の連携し
た教育を展開中。
・中学校区内にある小学校
と中学校が授業や行事、
教員の交流を通して連携
を強化し、小中の円滑な
接続を目指している。

・定時退勤日やノー部活デ
ーなどを設定。閉校日や
学校行事の精査を行い、
勤務時間の適正化を目指
している。

・小学５年生と６年生を対
象に、「教科担任制」を
導入する方針。
・導入時期は令和４年をめ
どに検討中。

・小学校と中学校の連携を
一層強化し、義務教育の
９年間を一貫した指導体
制や指導計画に基づき教
育を推進。指導の効率化
や効果的な教育を目指す。

・法改正により、教員の時
間外勤務の縮減を推進。
・「チーム学校」の整備を
促進。複雑化・多様化す
る課題に対応しながら、
教員が教育指導に専念で
きる環境整備を促進。
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学
校
教
育
の
〝
い
ま
〞

　

教
育
の
仕
組
み

　　
　
　
　

■
小
学
校
教
科
担
任
制

　

小
学
校
で
は
現
在
、
一
人
の
ク

ラ
ス
担
任
が
ほ
ぼ
全
教
科
を
教
え

る
「
学
級
担
任
制
」
が
主
流
で
す
。

今
、
国
に
お
い
て
こ
の
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
小
学
校
高
学

年
で
、
中
学
校
や
高
校
の
よ
う
に
、

各
指
導
教
科
を
専
門
の
先
生
が
教

え
る
「
教
科
担
任
制
」
へ
の
移
行

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
今
年
度
か
ら

小
学
校
で
正
式
な
教
科
と
な
っ
た

外
国
語
（
英
語
）
や
、
必
須
化
さ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど

の
指
導
に
当
た
り
、
専
門
知
識
を

持
っ
た
教
員
に
よ
る
指
導
を
充
実

さ
せ
、
教
育
効
果
を
高
め
る
狙
い

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
ほ
ぼ
全

て
の
教
科
を
受
け
持
つ
小
学
校
教

員
の
負
担
を
軽
減
し
、
働
き
方
改

革
を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
　
　
　
　
　

■
小
中
一
貫
教
育

　

平
成
27
年
に
学
校
教
育
法
な
ど

教
育
に
関
係
す
る
法
律
が
改
正
。

義
務
教
育
の
９
年
間
を
一
体
的
に

運
用
す
る
「
小
中
一
貫
教
育
」
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

義
務
教
育
の
段
階
で
学
ぶ
教
科

の
内
容
が
よ
り
高
度
化
・
専
門
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、
環
境
問
題
や

地
域
の
伝
統
文
化
な
ど
、
学
校
教

育
に
期
待
さ
れ
る
課
題
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
小
学

校
と
中
学
校
の
９
年
間
を
見
通
し
、

よ
り
系
統
性
、
連
続
性
、
効
率
性

の
あ
る
教
育
指
導
や
生
活
指
導
の

仕
組
み
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
近
年
の
時
代
の
流
れ
と

未
来
の
教
育
を
展
望
し
、
教
育
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
小
中
一
貫
教

育
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
を
よ
り

強
固
な
も
の
と
し
、
子
ど
も
た
ち

の
発
達
に
応
じ
て
生
ま
れ
る
学
校

生
活
や
学
習
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ギ

ャ
ッ
プ
に
対
し
て
、
円
滑
に
対
応

で
き
る
教
育
を
展
開
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
中

一
貫
教
育
の
導
入
を
推
進
す
る
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

■
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

　

平
成
28
年
度
に
国
が
実
施
し
た

　

西
脇
市
で
は
子
ど
も
の
数
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
今
後
、
学
校
の
適
切

な
学
習
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
本
格
的
に

検
討
を
始
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
現
状
と
未
来
に
つ
い

て
、
広
報
に
し
わ
き
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
伝
え
す
る
シ
リ
ー
ズ
「
未
来

を
生
き
抜
く
力
を
つ
け
る
た
め
の
学

校
の
か
た
ち
」。
２
回
目
と
な
る
今

月
号
で
は
、
国
が
新
た
に
導
入
し
よ

う
と
し
て
い
る
教
育
の
仕
組
み
や
、

さ
ら
に
充
実
が
求
め
ら
れ
る
教
育
環

境
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

学
習
環
境
規
模
適
正
化
推
進
室

（
市
役
所
内
線
５
３
９
）

教
員
勤
務
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

教
員
の
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間

（
平
日
）
の
平
均
は
、
小
学
校
で

11
時
間
15
分
、
中
学
校
で
11
時
間

32
分
。
平
日
、
土
日
勤
務
と
も
に
、

平
成
18
年
度
の
前
回
調
査
と
比
べ
、

勤
務
時
間
が
増
え
て
い
る
と
い
う

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
教
員
の
約
３
割
、

中
学
校
教
員
の
約
６
割
が
、
ひ
と

月
80
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
を

行
っ
て
い
る
実
態
も
併
せ
て
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　

国
は
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま

え
、
法
律
を
改
正
し
、
県
や
市
の

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
是

正
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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リ
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ズ
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学校教育の“いま”と“これから”

◆専門職種の役割と市内の配属数

会議委員を募集
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職種と役割 配属数

10人スクールカウンセラー
・臨床心理士による教育相談

３人スクールソーシャルワーカー
・関係機関との連絡調整

３人部活動支援員
・中学校で部活動の指導支援

２人ＩＣＴ支援員
・情報教育支援

42人
介助員
・特別な支援を必要とする児
　童生徒への生活支援

27人
放課後学習支援員
・放課後学習（補充学習）の
　支援

※スクールカウンセラー10人が小中学校12校を、
　スクールソーシャルワーカー３人が中学校４校を
　対応。ＩＣＴ支援員２人が小中学校12校を巡回
※配属数は令和元年度実績

　教育委員会では「西脇市立学校学習環境規模適
正化検討会議」を設置し、適正な小中学校の学習
環境規模について考えていきます。さまざまな視
点からの意見を聞くため、市民の皆さんから会議
委員を募集します。
◆応募資格
①市内に在住、在勤または在学する20歳以上の 
　方（令和２年４月１日現在）
②本市の他の審議会の委員でない方
③原則として平日開催の２時間程度の会議に出席
　できる方
◆募集人数　２人
◆募集期間　５月１日（金）～ 18日（月）
◆会議の内容（年４回程度）
　市内学校の学習環境などの整備に関する事項を
検討
◆任期　委嘱の日から２年間
◆報酬額
　１開催につき3,700円（３時間未満の場合）
◆応募方法
　所定の応募用紙に、住所、氏名、年齢、電話番
号、略歴、応募の動機などを記入し、持参、郵送、
ファックス、メールのいずれかで提出してくださ
い。
　応募用紙は市ホームページからダウンロードで
きます。また、請求いただければ郵送します。期
間内必着でご応募ください（持参の場合、土曜、
日曜、祝日を除く午前８時30分から午後５時15
分まで）
◆選考方法
　応募書類で選考し、結果は応募者全員に通知し
ます。
◆応募・問合せ
　〒677-8511　西脇市郷瀬町605
　西脇市学習環境規模適正化推進室
　（生涯学習まちづくりセンター２階）
　市役所内線539 ／　23-8844
　　kyouiku@city.nishiwaki.lg.jp

５月18日（月）まで

学
校
教
育
の
〝
こ
れ
か
ら
〞

　

教
育
を
支
え
る
環
境

　　
　
　
　
　

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

　

教
育
現
場
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

情
報
通
信
技
術
）
環
境
の
整
備
が

急
が
れ
て
い
ま
す
。
授
業
で
の
デ

ジ
タ
ル
教
材
の
活
用
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
へ
の
対
応
、
子
ど
も

へ
の
個
別
指
導
の
充
実
な
ど
と
と

も
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
人
材
の
育
成
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
国
は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
こ
の
構
想
は
、
全
国
の
小

中
学
校
に
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
児
童
生

徒
に
「
一
人
１
台
」
の
学
習
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
配
備
す
る
も

の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育
を
実
現

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

西
脇
市
に
お
い
て
も
同
様
の
環

境
整
備
を
始
め
、
全
て
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
準
備
す
る
予
定
で
す
。

　
　

■
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画

　

市
内
の
小
中
学
校
施
設
の
多
く

は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
順
次
、

改
修
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
平
成
28
年
に
公
共
施

設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
示
し
た
「
西
脇
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
令
和
２
年
３
月
に
「
西
脇
市

立
小
中
学
校
教
育
施
設
長
寿
命
化

計
画
」
を
策
定
。
学
習
環
境
規
模

の
適
正
化
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、

教
育
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

■
チ
ー
ム
学
校

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

や
家
庭
環
境
が
、
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
学
校
が
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を

求
め
ら
れ
る
よ
う
な
課
題
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

非
行
や
不
良
行
為
、
虐
待
や
家
庭

内
暴
力
な
ど
で
す
。

　

学
校
は
、
子
ど
も
や
家
庭
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向

け
て
、
専
門
的
な
知
識
や
能
力
、

経
験
を
持
つ
人
材
を
配
置
し
ま
す
。

学
校
や
関
係
機
関
の
緊
密
な
連
携

に
よ
っ
て
、
課
題
解
決
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
教
職
員
に
加
え

て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

部
活
動
支
援
員
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
（
弁
護
士
）、

介
助
員
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い

っ
た
専
門
家
や
支
援
員
が
一
つ
の

チ
ー
ム
と
な
り
、
お
互
い
に
補
完

し
合
い
な
が
ら
学
校
運
営
に
当
た

る
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
学
習
内
容
や
指

導
の
仕
組
み
、
教
育
を
支
え
る
環

境
は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
前
述

の
解
決
す
べ
き
教
育
課
題
と
次
代

が
必
要
と
す
る
人
材
の
育
成
と
い

う
視
点
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
西
脇
市
で
、

ま
ち
と
と
も
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
が
学
ぶ
学
校
は
、
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

学
校
の
理
想
の
姿
を
見
い
出
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
持
続
さ

せ
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
を
す

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
そ
の
「
答
え
」
を
見
つ
け

る
た
め
の
「
熟
議
」
が
始
ま
り
ま

す
。
今
夏
か
ら
「
西
脇
市
立
学
校

学
習
環
境
規
模
適
正
化
検
討
会

議
」
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。


